
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】自動車、オートバイ等の蓄電池を電源とする低

電圧回路で、発電機器や高電圧発生機器のノイズの影響

を従来より受けにくくし、簡単に電気の安定した流れを

作る。

【解決手段】図示した低電圧回路にて、絶縁被膜で覆わ

れた導電体であって、絶縁被膜の表面に対して導電体被

膜を巻き込んで密着させて接続したケーブルを基体とし

て製作した排除回路を蓄電池に対し並列に取り付けるこ

とで、負荷機器より発生するノイズをコントロールする

ようにした。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
低 電 圧 回 路 に お け る 高 周 波 ノ イ ズ を コ ン ト ロ ー ル す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
帯 電 及 び 除 電 を 行 う 装 置 回 路 の 先 端 が 、 ル ー プ 状 に 構 成 し て い る 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 主 に 自 動 車 及 び オ ー ト バ イ 等 原 動 機 の 稼 動 に 用 い ら れ て い る 蓄 電 池 式 回 路 に お
い て 、 高 周 波 に よ り 発 生 す る ノ イ ズ の コ ン ト ロ ー ル を 行 う
も の に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ま っ た く 新 し い 技 術 を 利 用 し た 発 明 で 、 比 較 す る 技 術 が あ り ま せ ん 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 低 電 圧 回 路 に お い て 、 自 動 車 及 び オ ー ト バ イ の 走 行 状 態 に よ り 高 周 波 の 影 響 を 受 け
、 電 気 が ス ム ー ズ に 流 れ な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 高 周 波 の コ ン ト ロ ー ル を 行 う こ と を 目 的 と し て い る が 、 電 気 関 係 と な る と 、 一
般 的 に 専 門 知 識 が 必 要 で あ っ た り 、 電 気 回 路 装 置 へ の 加 工 、 取 り 付 け が 複 雑 で あ っ た り す
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 高 周 波 ノ イ ズ を 蓄 電 池 回 路 上 で 受 け 止 め コ ン ト ロ ー ル し う る 回
路 （ 以 下 、 排 除 回 路 ） を 設 け る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 排 除 回 路 装 置 を 蓄 電 池 の 電 位 差 が あ る 場 所 （ ＋ と － ）
に お い て 、 蓄 電 池 回 路 に 対 し 、 排 除 回 路 装 置 の 端 子 を 並 列 接 続 に よ り 、 取 り 付 け る こ と で
あ る 。 す な わ ち 、 蓄 電 池 の プ ラ ス （ ＋ ） 端 子 と マ イ ナ ス （ － ） 端 子 の ２ 箇 所 に 排 除 回 路 装
置 を 取 り 付 け る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に も と づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 発 明 は 、 図 ４ の 蓄 電 池 よ り 負 荷 機 器 に 安 定 的 な 電 気 を 供 給 す る た め 、 そ の 回 路 上 に お い
て 図 ３ の 排 除 回 路 の 端 子 ９ と 図 ４ の ポ イ ン ト Ａ を 、 図 ３ の 排 除 回 路 の 端 子 １ ０ を 図 ４ の ポ
イ ン ト Ｄ に 接 続 を 行 え ば い い の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
図 １ に お い て ケ ー ブ ル は 、 絶 縁 被 膜 ２ で 覆 わ れ た 導 電 体 芯 線 １ で す 。 そ の ケ ー ブ ル の 絶 縁
被 膜 ２ の 表 面 に 対 し て 導 電 体 皮 膜 １ を 巻 き 込 ん で 密 着 さ せ 、 そ の 一 端 に ケ ー ブ ル ５ を 接 続
す る 。
【 ０ ０ ９ 】
図 ２ は 、 図 １ の ケ ー ブ ル に そ れ ぞ れ の 端 子 ７ （ Ｂ ） と 端 子 ８ （ Ｃ ） 端 子 ９ （ Ａ ） を 接 続 し
た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ は 、 図 ２ の 端 子 ７ と 端 子 ８ を 接 続 し て 、 端 子 １ ０ （ Ｄ ） と し た も の で あ る 。 よ っ て 図
２ の ケ ー ブ ル は ル ー プ 状 に 加 工 さ れ た 状 態 に な り 、 こ れ で 排 除 回 路 が 出 来 上 が っ た こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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図 ４ に お い て 、 蓄 電 池 の マ イ ナ ス 側 （ － ） の ポ イ ン ト Ａ と プ ラ ス 側 （ ＋ ） の ポ イ ン ト Ｄ は
一 般 的 に バ ッ テ リ ー 端 子 と 呼 ば れ て お り 、 こ の ２ 箇 所 に 図 ３ 排 除 回 路 の 端 子 ９ を ポ イ ン ト
Ａ に 、 端 子 １ ０ を ポ イ ン ト Ｄ に 取 り 付 け る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 、 図 ３ で 製 作 し た 排 除 回 路 の ケ ー ブ ル 類 を ま と め る た め 、 ２ 箇 所 の 端 子 １ ０ と ９ だ け
を 外 に 出 し た 状 態 で 、 密 封 さ れ た コ ン パ ク ト ケ ー ス に 収 め た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ 】 Ｆ 　 ＝ 　 １ 　 ／ 　 ［ 　 ２ 　 π 　 ×　 Ｓ 　 Ｑ 　 Ｒ 　 （ 　 Ｌ 　 ×　 Ｃ 　 ） ］
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の 数 式 に お い て 、 Ｆ は 図 ４ の 負 荷 機 器 よ り 発 生 し た 高 周 波 ノ イ ズ の 共 振 点 で あ り 、 こ
の Ｆ を 元 に 蓄 電 池 式 回 路 の ノ イ ズ を フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 。 Ｓ Ｑ Ｒ は 図 １ の ケ ー ブ ル １ の
導 体 芯 線 の 断 面 積 で あ り 、 Ｌ は 図 １ の ４ に 当 た る 長 さ で あ り 、 Ｃ は 図 １ に お け る ４ の 長 さ
に 比 例 し て 発 生 す る 静 電 容 量 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 発 揮
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蓄 電 池 式 回 路 に 排 除 回 路 を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 ク リ ー ン な 電 流 が 流 れ 、 負 荷 機 器 の 安
定 的 な 稼 動 を 望 む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の 導 電 体 被 膜 ４ の 長 さ （ Ｌ ） の 長 短 に よ り 、 高 周 波 ノ イ ズ の 削 減 も 周 波 数 帯 を 変 化 さ
せ コ ン ト ロ ー ル で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 排 除 回 路 は 、 取 り 付 け も が 容 易 に で き 、 電 子 部 品 も 使 用 し て い な い た め 、 対 振 動
性 、 対 熱 性 に 優 れ た 性 能 を 有 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
排 除 回 路 の 取 り 付 け 実 施 方 法 を 示 し た 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線
２ 　 　 ケ ー ブ ル の 絶 縁 被 膜
３ 　 　 導 電 体 被 膜 １
４ 　 　 導 電 体 被 膜 １ の 長 さ （ Ｌ ）
５ 　 　 導 電 体 被 膜 １ に 接 続 さ れ て い る ケ ー ブ ル
６ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線
７ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ｂ ）
８ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ｃ ）
９ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ａ ）
１ ０ 　 　 ケ ー ブ ル の 端 子 （ Ｂ ） と 端 子 （ Ｃ ） を 接 続 し た 端 子 （ Ｄ ）
（ １ ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 11日 (2003.7.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 主 に 自 動 車 、 オ ー ト バ イ 等 の 直 流 蓄 電 池 回 路 上 で 使 用 さ れ る 電 気 機 器 で あ っ
て 、 直 流 蓄 電 池 回 路 上 の 発 電 機 器 や 高 電 圧 発 生 機 器 の ノ イ ズ の 影 響 を 受 け た 電 圧 の 変 動 を
、 抑 制 す る 機 能 を 有 す る 特 徴 を 持 つ 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 直 流 蓄 電 池 回 路 に 電 圧 変 動 が 発 生 し た 場 合 、 電 圧 の 安 定 化 で 作 用 す る 帯 電 と
除 電 の 部 分 が ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 気 回 路 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 主 に 自 動 車 及 び オ ー ト バ イ 等 原 動 機 の 稼 動 に 用 い ら れ て い る 蓄 電 池 式 回 路 に お
い て 、 回 路 上 に あ る 発 電 機 器 や 高 電 圧 発 生 機 器 か ら 生 じ た ノ イ ズ に よ り 、 蓄 電 池 式 回 路 の
電 圧 変 動 を 制 御 し 安 定 稼 動 を 行 う も の に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ま っ た く 新 し い 技 術 を 利 用 し た 発 明 で 、 比 較 す る 技 術 が あ り ま せ ん 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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従 来 の 蓄 電 池 式 低 電 圧 回 路 に お い て 、 自 動 車 及 び オ ー ト バ イ の 走 行 状 態 に よ り 、 発 電 機 器
や 高 電 圧 発 生 機 器 よ り 生 じ た ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 、 電 気 が 安 定 し て 流 れ な い 問 題 点 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 発 電 機 器 や 高 電 圧 発 生 機 器 よ り 生 じ た ノ イ ズ の コ ン ト ロ ー ル を 行 う こ と を 目 的
と し て い る が 、 電 気 関 係 と な る と 、 一 般 的 に 専 門 知 識 が 必 要 で あ っ た り 、 電 気 回 路 装 置 へ
の 加 工 、 取 り 付 け が 複 雑 で あ っ た り す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 発 電 機 器 や 高 電 圧 発 生 機 器 よ り 生 じ た ノ イ ズ を 蓄 電 池 回 路 上 で
受 け 止 め コ ン ト ロ ー ル し う る 回 路 （ 以 下 、 排 除 回 路 ） を 設 け る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 排 除 回 路 装 置 を 蓄 電 池 の 電 位 差 が あ る 場 所 （ ＋ と － ）
に お い て 、 蓄 電 池 回 路 に 対 し 、 排 除 回 路 装 置 の 端 子 を 並 列 接 続 に よ り 、 取 り 付 け る こ と で
あ る 。 す な わ ち 、 蓄 電 池 の プ ラ ス （ ＋ ） 端 子 と マ イ ナ ス （ － ） 端 子 の ２ 箇 所 に 排 除 回 路 装
置 を 取 り 付 け る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に も と づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 発 明 は 、 図 ４ の 蓄 電 池 よ り 負 荷 機 器 に 安 定 的 な 電 気 を 供 給 す る た め 、 そ の 回 路 上 に お い
て 図 ３ の 排 除 回 路 の 端 子 ９ と 図 ４ の ポ イ ン ト Ａ を 、 図 ３ の 排 除 回 路 の 端 子 １ ０ を 図 ４ の ポ
イ ン ト Ｄ に 接 続 を 行 え ば い い の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
図 １ に お い て ケ ー ブ ル は 、 絶 縁 被 膜 ２ で 覆 わ れ た 導 電 体 芯 線 １ で す 。 そ の ケ ー ブ ル の 絶 縁
被 膜 ２ の 表 面 に 対 し て 導 電 体 皮 膜 １ を 巻 き 込 ん で 密 着 さ せ 、 そ の 一 端 に ケ ー ブ ル ５ を 接 続
す る 。
【 ０ ０ ９ 】
図 ２ は 、 図 １ の ケ ー ブ ル に そ れ ぞ れ の 端 子 ７ （ Ｂ ） と 端 子 ８ （ Ｃ ） 端 子 ９ （ Ａ ） を 接 続 し
た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ は 、 図 ２ の 端 子 ７ と 端 子 ８ を 接 続 し て 、 端 子 １ ０ （ Ｄ ） と し た も の で あ る 。 よ っ て 図
２ の ケ ー ブ ル は ル ー プ 状 に 加 工 さ れ た 状 態 に な り 、 こ れ で 排 除 回 路 が 出 来 上 が っ た こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ４ に お い て 、 蓄 電 池 の マ イ ナ ス 側 （ － ） の ポ イ ン ト Ａ と プ ラ ス 側 （ ＋ ） の ポ イ ン ト Ｄ は
一 般 的 に バ ッ テ リ ー 端 子 と 呼 ば れ て お り 、 こ の ２ 箇 所 に 図 ３ 排 除 回 路 の 端 子 ９ を ポ イ ン ト
Ａ に 、 端 子 １ ０ を ポ イ ン ト Ｄ に 取 り 付 け る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 、 図 ３ で 製 作 し た 排 除 回 路 の ケ ー ブ ル 類 を ま と め る た め 、 ２ 箇 所 の 端 子 １ ０ と ９ だ け
を 外 に 出 し た 状 態 で 、 密 封 さ れ た コ ン パ ク ト ケ ー ス に 収 め た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ 】 Ｆ 　 ＝ 　 １ 　 ／ 　 ［ 　 ２ 　 π 　 ×　 Ｓ 　 Ｑ 　 Ｒ 　 （ 　 Ｌ 　 ×　 Ｃ 　 ） ］
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の 数 式 に お い て 、 Ｆ は 図 ４ の 負 荷 機 器 よ り 発 生 し た 高 周 波 ノ イ ズ の 共 振 点 で あ り 、 こ
の Ｆ を 元 に 蓄 電 池 式 回 路 の ノ イ ズ を フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 。 Ｓ Ｑ Ｒ は 図 １ の ケ ー ブ ル １ の
導 体 芯 線 の 断 面 積 で あ り 、 Ｌ は 図 １ の ４ に 当 た る 長 さ で あ り 、 Ｃ は 図 １ に お け る ４ の 長 さ
に 比 例 し て 発 生 す る 静 電 容 量 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 発 揮
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蓄 電 池 式 回 路 に 排 除 回 路 を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 安 定 し た 電 流 が 流 れ 、 負 荷 機 器 の 安 定
的 な 稼 動 を 望 む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の 導 電 体 被 膜 ４ の 長 さ （ Ｌ ） の 長 短 に よ り 、 発 電 機 器 や 高 電 圧 発 生 機 器 ノ イ ズ の 削 減
も 周 波 数 帯 を 変 化 さ せ コ ン ト ロ ー ル で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 排 除 回 路 は 、 取 り 付 け も が 容 易 に で き 、 電 子 部 品 も 使 用 し て い な い た め 、 対 振 動
性 、 対 熱 性 に 優 れ た 性 能 を 有 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 排 除 回 路 の ル ー プ 状 回 路 の ケ ー ブ ル の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 排 除 回 路 の 取 り 付 け 実 施 方 法 を 示 し た 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線
２ 　 　 ケ ー ブ ル の 絶 縁 被 膜
３ 　 　 導 電 体 被 膜 １
４ 　 　 導 電 体 被 膜 １ の 長 さ （ Ｌ ）
５ 　 　 導 電 体 被 膜 １ に 接 続 さ れ て い る ケ ー ブ ル
６ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線
７ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ｂ ）
８ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ｃ ）
９ 　 　 ケ ー ブ ル の 導 電 体 芯 線 に 接 続 さ れ た 端 子 （ Ａ ）
１ ０ 　 　 ケ ー ブ ル の 端 子 （ Ｂ ） と 端 子 （ Ｃ ） を 接 続 し た 端 子 （ Ｄ ）
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